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校 長 岩 﨑 正 道

３・１１を忘れない
わ す

副校長 石村 繁樹
ふくこうちよう いしむら しげ き

「平成２３年３月１１日午後２時４６分、東北地方太平洋沖で、我が
へいせい ねん がつ にち ご ご じ ふん とうほく ち ほうたいへいようおき わ

国観測史上最大のマグニチュード９．０という巨大地震が発生しました。
くにかんそく し じようさいだい きよだい じ しん はつせい

この地震は、最大震度７という強い揺れに加えて大津波を発生させ、東北
じ しん さいだいしん ど つよ ゆ くわ おお つ なみ はつせい とうほく

から関東に至る広い地域に被害を与えました。 （中 略）
かんとう いた ひろ ち いき ひ がい あた ちゆうりやく

『３・１１を忘れない』 この言葉は被災地だけにあてはまるもので
わす こと ば ひ さい ち

はありません。私たちの住む東京都は、過去に関東大震災を体験し、近
わたし す とうきよう と か こ かんとうだいしんさい たいけん ちか

い将来、首都直下型地震の発生も予測されています。東京都で学ぶ中
しようらい しゆ と ちよつ か がた じ しん はつせい よ そく とうきよう と まな ちゆう

学生の私たちも、東日本大震災の記憶を忘れず、防災意識を高め、いざ
がくせい わたし ひがし に ほんだいしんさい き おく わす ぼうさい い しき たか

というときに、まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、さらに地域
じ ぶん いのち まも つぎ み ぢか ひと たす ち いき

に貢献できる人になれるように、学んでいきましょう。」
こうけん ひと まな

これは東京都教育委員会が配布している「３・１１を忘れない」という防災教育補助教材の「は
とうきよう と きよういく い いんかい はい ふ わす ぼうさいきよういく ほ じよきようざい

じめに」に書かれた言葉です。もうすぐ東日本大震災から３年が経ちます。首都直下型地震が発生
か こと ば ひがし に ほんだいしんさい ねん た しゆ と ちよつ か がた じ しん はつせい

すると、震度は６弱から６強、揺れや液状化、地震火災により数十万棟の家屋が倒壊し、何千何万
しん ど じやく きよう ゆ えきじよう か じ しん か さい すうじゆうまんとう か おく とうかい なんぜんなんまん

もの死者、負傷者が予想されます。このような大地震が発生したときには、慌てず迅速な行動をとる
し しや ふ しようしや よ そう だい じ しん はつせい あわ じんそく こうどう

ことが大切ですが、そのためにもいろいろな場面を想定しておくと、いざというときに落ち着いて行動
たいせつ ば めん そうてい お つ こうどう

することができます。例として、次のような時に大地震が起こったら、あなたはどうやって自分の身
れい つぎ とき だい じ しん お じ ぶん み

を守り安全を確保しますか。
まも あんぜん かく ほ

外出 中に地震が発生した場合
がいしゆつちゆう じ しん はつせい ば あい

電車やバスに乗っているとき、駅のホームで電車を待っているとき、友人と商店街を歩いているとき、
でんしや の えき でんしや ま ゆうじん しようてんがい ある

一人で住宅街を歩いているとき、高層ビルの上層階にいるとき
ひと り じゆうたくがい ある こうそう じようそうかい

自宅や学校で地震が発生した場合
じ たく がつこう じ しん はつせい ば あい

テレビやラジオから緊急地震速報が流れたとき、一人で留守番しているとき、台所で火を使ってい
きんきゆう じ しんそくほう なが ひと り る す ばん だいどころ ひ つか

るとき、トイレに入っているとき、技術科の時間に工作機械を使っているとき
はい ぎ じゆつ か じ かん こうさく き かい つか

このほかにも、まだまた想定しておきたい場面はたくさんありますが、まずはよくある日常的なと
そうてい ば めん にちじようてき

ころから考えていくことが大切です。また、３月８日の遠足では本所防災館を訪れ、さまざまな防災
かんが たいせつ がつ か えんそく ほんじよぼうさいかん おとず ぼうさい

の学習をします。東日本大震災が発生した３月１１日を迎えるにあたり、大規模災害から自分の身
がくしゆう ひがし に ほんだいしんさい はつせい がつ にち むか だい き ぼ さいがい じ ぶん み

を守ることと被害を最小限にとどめる工夫について考える機会としましょう。
まも ひ がい さいしようげん く ふう かんが き かい

ともしび



今学校では、今年一年を振り返り４月からの新しい年度に向けてさまざまな準
いまがつこう こ としいちねん ふ かえ がつ あたら ねん ど む じゆん

備をしています。公開授業 週間についても、今月１２日から１４日の学校公開を
び こうかいじゆぎようしゆうかん こんげつ にち か がつこうこうかい

もって本年度の公開授業を終えることができました。あらためて今年一年の公開
ほんねん ど こうかいじゆぎよう お こ としいちねん こうかい

授業を振り返ると、来校者数はのべ２０２名、その内訳は文化学 習発表会などの
じゆぎよう ふ かえ らいこうしやすう めい うちわけ ぶ ん かがくしゆうはつぴようかい

学校行事の機会に来校したみなさんの保護者の方々、東洋英和女学院大学や早稲田
がつこうぎようじ き かい らいこう ほ ご しや かたがた とうようえい わ じよがくいんだいがく わ せ だ

大学、昭和女子大学などの学生、あるいは海外青年協 力隊（JICA）の方や近隣の小 中学校の先生方
だいがく しよう わ じよ し だいがく がくせい かいがいせいねんきようりよくたい かた きんりん しようちゆうがつこう せんせいがた

など実にさまざまな方がお見えになり、夜間学級の様子をご覧になりました。
じつ かた み や かんがつきゆう よう す らん

公開授業というと生徒のみなさんにとっては、初めてお会いするいろいろな人に授業の様子を見
こうかいじゆぎよう せい と はじ あ ひと じゆぎよう よう す み

られることが多く、中にはそのことにとても緊張してしまう人もいるかもしれません。しかし、この
おお なか きんちよう ひと

機会にご覧になった方々が三宿 中学校夜間学級のことを紹介して下さったり、自習 教室のボラ
き かい らん かたがた み しゆくちゆうがつこう や かんがつきゆう しようかい くだ じ しゆうきようしつ

ンティアに来て下さったりと、とても有効な機会にもなっています。今回はこの場をお借りし、参観者
き くだ ゆうこう き かい こんかい ば か さんかんしや

の感想を載せて一年間の締めくくりにしたいと思います。
かんそう の いちねんかん し おも

２月～３月の予定
が つ が つ よ て い

２月２６日（水）～２８日（金） 期末考査
がつ にち すい にち きん き まつこう さ

２月２８日（金） 人権学習
がつ にち きん じんけんがくしゆう

２月２８日（金） 都立合格発表
がつ にち きん と りつごうかくはつぴよう

３月 ８日（土） 遠足
がつ か ど えんそく

３月１０日（月） 振替休 業日
がつ か げつ ふりかえきゆうぎよう び

「違う年齢、異なる文化をもつ方々が同じ空間で学び、互いに教え合ってい
ちが ねんれい こと ぶん か かたがた おな くうかん まな たが おし あ

る 姿 を見て感銘を受けました。それぞれ目 標 は違うようですが、学 習 に向
すがた み かんめい う もくひよう ちが がくしゆう む

かう意欲が高く、 私 の学校の生徒にも見せたいと思いました。」（新 宿 区立
い よく たか わたし がつこう せい と み おも しんじゆく く りつ

中 学校 教 員）
ちゆうがつこうきよういん

「ただ授 業 を受けるだけでなく、思ったことや疑問なことを発言し、『学ぶ＝楽しい』という様子
じゆぎよう う おも ぎ もん はつげん まな たの よう す

が伝わってきました。生徒さんが自由に発言できる雰囲気が保たれており素晴らしいと思いました。』（JICA地 球
つた せい と じ ゆう はつげん ふん い き たも す ば おも ち きゆう

ひろばスタッフ）

「学生の 習 熟 度に応じた細かいクラス分けがされていて、どのクラスも丁寧に指導されていました。先生方と生徒
がくせい しゆうじゆく ど おう こま わ ていねい し どう せんせいがた せい と

さんたちの距離が近いと印 象 を受けました。」（早稲田大学大学院日本語 教 育研 究 所 職 員）
きよ り ちか いんしよう う わ せ だ だいがくだいがくいん に ほん ご きよういくけんきゆうしよしよくいん

「こちらからあいさつするより先にあいさつをしてくれる生徒ばかりで、人間 教 育という点でも 十 分に実践さ
さき せい と にんげんきよういく てん じゆうぶん じつせん

れていて、とても実生活に生きたことを学んでいる学校だと感じた。」（創価大学学生）
じつせいかつ い まな がつこう かん そう か だいがくがくせい

（授 業 の様子）「皆それぞれ思ったことを言える、伝える 力 があって、積 極 的に参加しているように見えまし
じゆぎよう よう す みな おも い つた ちから せつきよくてき さん か み

た。また、先生方が生徒一人ひとりに対して熱心に対応していると感じました。」（日本語指導員）
せんせいがた せい と ひと り たい ねつしん たいおう かん に ほん ご し どういん

（文化学 習 発 表 会）「それぞれの国のようすがうかがえるステキな歌とおどり、そして、世界 中 の人に届けた
ぶん か がくしゆうはつぴようかい くに うた せ かいじゆう ひと とど

い素晴らしいメッセージや和太鼓などでした。」（青 少 年委員・度会貴美子様）
す ば わ だい こ せいしようねん い いん わたらい き み こ さま

（文化学 習 発 表 会）「会 場 と舞台が一体となった素晴らしい発 表 でした。不慣れな日本語も一 生 懸命話さ
ぶん か がくしゆうはつぴようかい かいじよう ぶ たい いつたい す ば はつぴよう ふ な に ほん ご いつしようけんめいはな

れていてよい印 象 でした。各クラスともチームワークがよくとれていました。」（民生児童委員・安部喜子様）
いんしよう かく みんせい じ どう い いん あ べ のぶ こ さま

３月１２日（水） ゲストティーチャー（ 大 森 三 中 へ）
がつ にち すい おおもりさんちゆう

３月１４日（金） 三年生を送る会
がつ か きん さんねんせい おく かい

３月１８日（火） 卒業式予行
がつ にち か そつぎようしき よ こう

３月１９日（水） 卒業式
がつ にち すい そつぎようしき

３月２５日（火） 修 了式
がつ にち か しゆうりようしき

こうかいじゅぎょうしゅうかん ふ かえ


